
第６学年２組 道徳科学習指導案
指導者 佐藤 健一

６年２組教室
本時で目指す授業
人間の心の弱さを理解しながらも，きまりを守ることは，みんなが安全かつ安心して生活でき

る社会につながることを理解し，日頃から進んできまりを守ろうとする心情を育てることを
目指す授業。

１ 主題名 きまりを守るとは

２ 教材名 「ここを走れば」（きみがいちばんひかるとき６年 光村図書）
〈C-(12) 規則の尊重〉

３ 本時の目標
危篤の祖父のもとへ向かうときでさえ交通規則を守る父親と、その姿を見つめる「ぼく」の姿を通し

て，人間の心の弱さを理解しながらも，きまりを守ることは，みんなが安全かつ安心して生活でき
る社会につながることを理解し，日頃から進んできまりを守ろうとする心情を育てる。

４ 目指す子どもを育てるために
（１）子どもの実態
・本学級は素直な児童が多く，学校や学級のきまりは守るべきものとして理解している。
修学旅行に向けても，自分がきまりを守るのはもちろん，廊下を走る人に声をかけた
り，コロナ対策としてマスクの着用や３密を避けるよう呼びかけたりするなど，全体
の意識を高め，いつでも誰でもきまりを守れる集団になろうという考えをもつ児童が
多い。

・一方で，遊びや行為に夢中になり，きまりを守るという意識が弱くなったり，教師が
いないところではきまりを守れていなかったりするなど，何のためのきまりなのか深
く考えていない児童も多い。

（２）教材について
・本教材の概略は以下のようになっている。

離れたところに住む祖父が倒れたという知らせを受け，「ぼく」や父
は車で向かうが，高速道路で事故による渋滞に巻き込まれる。路側帯
を通り過ぎる車を見て，急いでいるのだから路側帯を走ればいいのに
と思う妹や「ぼく」であるが，父は走ろうとはしない。病院に到着し
たときに祖父はすでに亡くなっていた。

・本教材は，葛藤的要素を含んだ教材である。本時では，主人公を自分
と置き換えて自我関与させながら，危篤の祖父のもとへ向かうときでさえ
交通規則を守る父親と，その姿を葛藤しながら見つめる主人公の姿を通し
て，きまりは何のために存在するのか，そして何を大切にきまりを守
ろうとするのか考えさせるという視点で教材を活用する。

（３）手立て
・まなボードを活用することで価値観を見える化し，対話を通して考え
を深める場の設定
個々の考えを付箋に書き，まなボードに貼る→チャートを活用し仲間
分けをする→まなボードにシートをかぶせ，対話しながらキーワード
や気付いたことを加筆し考えを深める

・個々の納得解を引き出す問い
「父は後悔しているのか」「きまりはどんな状況でも守らなければいけ
ないものなのか」「父には路側帯を走るという気持ちは全くなかったの
か」等の補助発問や問い返し

（４）目指す子どもの姿
問題解決的な学習展開,葛藤状況についての丁寧な対話を通して,きま

りの意義について多面的・多角的に捉え，考えを深めながら,きまりを守
ることの身構えを自己の生き方につなげていく姿。
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５ 本時の学習
（１）ねらい

危篤の祖父のもとへ向かうときでさえ交通規則を守る父親と，その姿を見つめる「ぼく」の
姿を通して，人間の心の弱さを理解しながらも，きまりを守ることは，みんなが安全かつ安心
して生活できる社会につながることを理解し，日頃から進んできまりを守ろうとする
心情を育てる。

（２）学習指導過程
○主な発問 教師の関わり ◎評価
●中心発問 教師の手立て

１ 身の回りのきまりに
ついて考える。

○身の回りにはどんなき ・廊下を走らない。 ・校内外の身の回りにあるき
まりがあるだろう。 ・３密を避ける。 まりをいくつか想起させ，

・信号を守る。 どのくらい意識して生活し
ているかを考えさせる。

○きまりは守れているだ ・廊下はつい走ってしまう。 ・きまりを守って生活しなけ
ろうか。守れないのは ・何かに夢中になってしま ればならない気持ちはあっ
なぜだろう。 うときは，意識がなくな ても，守れない心の弱さも

る。 あることに気付かせること
・悪いと思っても他の人も によって価値への方向付け
やっているから。 を図る。

きまりとは何だろう。

２ 教材「ここを走れば」
を読んで，話し合う。

○父が規則を破ることが ・路側帯を走れば，間に合 まなボードを活用することで
できないと言ったとき うかもしれないのに。 価値観を見える化し，対話を
に，ぼくはどんなこと ・おじいちゃんに早く会い 通して考えを深める場の設定
を考えていたのだろう たい。 ・グループ毎にまなボードを
か。 ・何で路側帯を走らないの。 活用し，付箋を貼ることで

お父さんは心配じゃない それぞれの考えを見える可
の。 して整理させる。その後，

・路側帯を走っている車も キーワードや気付いたこと
あるのに，そんなにきま をペンで加筆させ考えを深
りが大事なの。 めさせる。

・お父さんも苦しいのに， ・自分だったらという視点で
尊敬する。 自我関与させる。

○父の涙にはどんな思い ・自分の父に生きているう 個々の価値観の再考を促す問
が込められているのだ ちに会って話をしたかっ い
ろう。 た。 ・「父は後悔しているのか」

・これでいい。まちがって 「きまりはどんな状況でも
いない。 守らなければいけないもの

・きまりを破って会えたと なのか」「父には路側帯を
しても，おじいちゃんは 走るという気持ちは全くな
悲しんだはず。 かったのか」等の補助発問

・天国でおじいちゃんが， や問い返しにより，無念さ
「よくやった」と言って への共感から，価値ある行
くれたと思う。 為への肯定，尊敬の念を高

める。

○父が大切にしていたこ ・救える命。自分の家族の ・父の深い判断の根拠やその
ととは何だろう。 命も大切だけど，事故に 良さに気付かせる。

予想される児童の発言・思考



会った人をきまりを守る
ことによって救えるかも
しれない。

・自分を優先するより，み
んなの安全。

●きまりとは何だろう。 ・きまりはみんなの安全の ・テーマと同じ問いを投げか
ためにあるもの。自分勝 けることにより，価値観の
手は許されない。 再考を促し，思考や認識の

・きまりは命を守るために 深まりを実感させる。
あるもの。

・きまりを守ることでみん
なが気持ちよく過ごせる。

・決してきまりを守ること
は簡単ではない。日頃か
ら意識を高めなければい
けない。

３ 自己の生き方につい
て考える。

○これからの自分の生き ・きまりはみんなが安全に ◎人間の心の弱さを理解しな
方について考えてみよ 暮らすためにあることだ がらも，きまりを守ることは，
う。 と思う。また，自分を優 みんなが安全かつ安心し

先すると後で後悔するこ て生活できる社会につなが
とが分かった。 ることを理解し，進んでき

・きまりが何のために何を まりを守ろうとしている。
目的にして作られている
のかが分かった。自分の （発言・道徳カード）
理由をつけてきまりを破
っていると，言い訳だら
けになってしまうと思う。

・「こんなきまりはなくて
いい」と思っていたこと
でも，みんなのためにあ
るんだということが分か
った。これからは，なん
のためのきまりなのか考
えていきたい。

【参考文献】
『道徳教育』５月号，明治図書，2020

６ 授業の考察
(1)授業者から

きまりを守ることは，みんなが安心して生活できる社会につながることを理解し，日頃から
進んできまりを守ろうとする心情を育てることをねらっていたが，その時の状況によってはき
まりを守れないこともある，というような考えも出された。「命」や「またとない機会」とい
うものと，「きまり」のどちらが大切なのかを比べた児童もいたため，きまり守らなくてもよ
いという考えに至った児童もいたが，ワークシートの記述を見ると，きまりを守ることが大切
だという考えに至った児童が多かった。

(2)道徳カードの記述から
Ｃ１…私は大切な人が事件に遭ったりしたら，お父さんのようにきまりを守れないと思います。

どうしてかというと，大切な人と最後まで一緒にいたいからです。なので，お父さんは
とてもすごいなと思いました。

Ｃ２…きまりはみんなが気もちよく過ごすためにあるものだから，きまりをやぶってはいけな
いと思う。緊急事態などの時はしょうがないという思いはあるけど，きまりは守らなく
てはいけないと思う。

Ｃ３…人のためを考えることにはいろいろあるということがわかりました。私はきまりを守る
ことを優先したいです。



Ｃ４…ルールは絶対に守らなければいけないし，緊急事態だとしても，周りの人も困っている
のだから，ルールに従わなければならない。

Ｃ１は，登場人物のお父さんに自我関与して，きまりを守ることの難しさについて考えること
ができている。Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４は，きまり守ることの意義（他者への思い，社会全体の利益）
について深く考えることができていた。

(3)提案内容についての話合いから まなボード活用の様子
①まなボードを活用することで価値観を見える化し，対話を通
して考えを深める場の設定について
・まなボードを使って自分の考えを書く際の視点が，「自分と
重ねて」ということであったが，それで良かったのか。まず，
「ぼく」に対して自我関与させてからの方が良かったのでは
ないか。

・Ｙチャートにより意見を整理していったことで、それぞれの
立場がわかりやすく，児童の思考の助けになっていた。

・他の人の命を守る＝きまりを守る，ということを理解してい
たと思われるが，視覚的に分かるよう板書した方が良かったのではないか。

・「父が大切にしていたこと」がそのままねらいに迫るものであり，Ｙチャートで整理してい
た考えから，話し合いを通して，一歩深まった考えになっていた。

Ｙチャートによる板書
②個々の価値観の再考を促す問いについて
・児童が命について言及したときに，きまりとい
うことに焦点化させるために，効果的に問い返
しを行っていた。
・三者での話し合い，全体での話し合いでも，自
分の考えを積極的に発表している児童が多く見
られた。

７ 本実践の成果と課題
(1) 成果
① まなボードの活用により，書くことで個々の意見を表出させることができた。その後Ｙチ
ャートを活用し，個々の立場を明確にさせることができた。そのことが児童の思考の深まり
に繋がった。

② きまりを守ることの良さに焦点化させるために，「きまりはどんな状況でも守らなければ
ならないのか」等の問い返しをし，児童の思考を整理しながら話合いが進められた。

(2) 課題
① まなボードは思考を整理したり，書くことで交流できるツールではあるが，自分の考えを
書く視点や活用の仕方を明確にすることにより，効果的な活用法を工夫する必要がある。

② 児童が「きまり守る」という道徳的価値については理解していたが，その中できまりを守
る難しさについても考えさせる必要があった。また，きまりを守ることが，社会全体の利益
に繋がることが，子供達にとって気付きにくい教材でもあったので，その点を気付かせられ
るような具体的な発問も考えておく必要がある。


